
 

船舶事故調査報告書 

令和４年１１月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和４年４月２５日 ０１時００分ごろ 

発生場所 山形県鶴岡市荒埼西方沖 

荒埼灯台から真方位２７４°４３.５海里付近 

 （概位 北緯３８°４８.５′ 東経１３８°４８.０′） 

事故の概要  貨物船WENXIANG
ウ エ ン シ ャ ン

は、漂泊中、また、漁船協和
きょうわ

丸は、東進中、両船が

衝突した。 

事故調査の経過 令和４年６月１４日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 WENXIANG（パナマ共和国籍）、１,９７０トン 

９５４９３１０（ＩＭＯ番号）、JIN XIANG SHIPPING 

Ｂ 漁船 協和丸、１１２トン 

   １２５５７４、株式会社協和丸 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、三級（航海） 

  甲板員Ｂ、海技免状 なし 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に曲損等 

Ｂ 船首部外板に曲損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか１１人（国籍不詳）が乗り組み、船首を北東方

に向けて漂泊中、Ｂ船と衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂ、甲板員Ｂほか７人が乗り組み、操業を終えた後、

甲板員Ｂが単独で船橋当直に就いた。 

 甲板員Ｂは、椅子に腰を掛け、眠気を感じながら、自動操舵により

約９ノットの対地速力で東進中、前路に灯火を認め、双眼鏡で確認し

ようと操舵室前面まで移動した後、双眼鏡で確認することなく、その

まま、操舵室前面の窓に寄り掛かった状態で居眠りに陥り、衝撃を感

じてＡ船と衝突したことに気付いた。 

甲板員Ｂは、連日の操業で疲れを感じていた。 

分析 Ａ船は、漂泊中、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、自動操舵で東進中、単独で船橋当直に就いた甲板員Ｂが、

連日の操業で疲れを感じていた状態で航行を続けていたところ、居眠

りに陥り、漂泊しているＡ船に向かって航行を続けたことから、Ａ船

に衝突したものと考えられる。 



 

原因 本事故は、Ａ船が漂泊中、Ｂ船が自動操舵で東進中、甲板員Ｂが居

眠りに陥り、Ａ船に向かって航行を続けたため、両船が衝突したもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船橋当直者は、航行中に眠気を催した場合、椅子から立ち上がっ

て身体を動かしたり、外気に当たったりするなど、居眠り運航の

防止措置を講じること。 

 


